
　　　　　　上
か み

の寺
て ら

遺跡

上の寺遺跡は、国指定重要文化財の薬師
や く し

三尊
さんぞん

や十二
じゅ うに

神
しん

将
しょう

で有名な、寒河江市の慈恩寺
じ お ん じ

の近くに

あります。県の農免農道整備事業に関わり、平成

19年～20年にかけて発掘調査が行われました。

慈恩寺は神
じん

亀
き

元年（724年）、行基
ぎ ょ う き

の開山と伝

えらえます。平安時代には摂関
せっかん

家
け

藤原氏や平泉藤

原氏の、鎌倉・室町時代には寒河江
さ が え の

庄
しょう

地頭の大江

氏の、戦国時代から江戸時代の初めにかけては山

形の最上氏の庇護を受けました。

調査では、鎌倉時代から江戸時代の遺構と遺物

が見つかりました。中世に薬師三尊や十二神将を

納めていた聞
もん

持
じ

院
いん

という寺の伝承地付近からは、

６間×７間の規模で並んだ大型の柱穴列が見つか

りました。建物跡か区画のための施設跡と考えら

れます。付近からは宝
ほ う

筺
きょう

印
いん

塔
と う

などの石塔が出土し

ています。

また幅2ｍ、深さ1ｍの大きな溝も見つかり、

その最上層からは16世紀末の出土品とともに、

石塔が見つかっています。江戸時代になる直前、

溝を埋め、石塔を捨てるような大きな異変
い へ ん

があっ

たと考えられます。

人が入れるほどの柱穴が長方形に並んでいます

会期：2010年7月21日(水)～8月6日(金)

会場：村山総合支庁玄関ロビー
主催：(財)山形県埋蔵文化財センター

上の寺遺跡

宝筺印塔の出土状況

慈恩寺
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宝筺印塔


